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８月に行われた懇談会では、短い時間ではありましたが、さまざまなご意見やご助言を

頂戴いたしました。本当にありがとうございました。ご発言の一部をご紹介いたします。

平成１８年度 民生児童委員・学校職員懇談会

日時 平成１８年８月１８日（金） ９：３０～１１：００

場所 本校 会議室

参加者 民生児童委員・主任児童委員 ４０名

学校職員 １３名

次第・内容

１ 開会のことば ［教頭］

２ 学校長あいさつ

３ 民生児童委員代表あいさつ ［阿部会長］

４ 学校の現況について

（１）学校概要 ［教頭］

学校目標・自己評価 ［教務主任］

（２）各係より ［教務主任］［生活指導主任］［進路指導主任］

（３）高校改革プランについて［学校長］

５ 地域と歩む学校づくり、という観点から

（１）意見交換

・クラブ活動では全国大会・北信越大会以外にも県大会等でも活躍があることを

知った。

・小中学校の不登校の記事を見たが高校ではどんな状況か。

・クリーンスクールキャンペーンの作業範囲やごみ収集の方法について。

・難関大学に合格した生徒の在学中の様子はどうだったのか。

・スポーツ推薦による合格はどれほどなのか。

・クリーンスクールキャンペーンをはじめ様々な奉仕活動をしていることを地域

の方々にも知ってもらえるよう、市民新聞や有線にも取材を依頼したらどうか。

・悪いことにはつい目が行ってしまうが、奉仕活動や福祉活動をしている姿を地

域に大いにＰＲすべきだと思う。

・最近は子供たちを取り巻く環境が変わってきている。民生児童委員は夕方の見

回りを始め。見守っていることで不審者を遠ざける結果となるのでは。

・人の目が一番効果的である。子供たちに日頃から声をかけて、我々の顔を覚え

てもらうことも大事だ。

・広田区では通学路の朝晩の交通量が多く危険なことから、脇道を通学路にとい

う運動を進めている。街灯、堰の転落防止ネット等の設置や雪かきなど課題あ

り。

・通学路など教育の環境整備については親も研究してどんどん要望していかなけ

ればならない。
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・重点目標にある「新しい学校づくり」とは統合校のことか。

・高校改革プランの発表によって生徒は動揺していないか。

・下氷鉋小学校の児童との交流はあるのか。

（２）まとめ ［阿部会長］

６ 閉会のことば ［教頭］


